
防コミの歩き方
８月８日、第２３回兵庫県消防操法大会に
神戸市代表として出場しましたので、そこに
いたるまでの経過についてご紹介したいと思
います。
昨年１０月１０日に訓練開始式をおこない、

その後３カ月にわたる体力錬成と規律訓練、
基本動作訓練の結果、指揮者以下メンバー
の絞り込みをおこないました。
２月の夜はとても寒く、手もかじかんでホー
ス延長や吸管結合の作業はなかなかうまくで
きませんでした。しかし、この時期はあせらず
基本動作を確実に習得し、けがをしないとい
うことを最大の目標としました。
４月に入り寒さから解放された頃より、放
水訓練を開始し、５月に入ってからは夜間だ
けではなく昼間の訓練も開始しました。しか
し、ちょうど農繁期と重なり後方支援の人員
が減り、選手との間にギャップが生じ、一時
は熱くなりすぎて議論を繰り返した時期もあり
ましたが、６月２７日の発隊式で、関係各位
から激励をいただいたことと選手のがんばりを
目の当たりにしたことで一気に支援団員の意
気も上がってきました。
７月に入り大会まで残り1カ月を切るとあせ
りもあってか訓練の量が増加し、梅雨明けの
一番暑い日中に３日連続で訓練をした時はさ
すがに選手たちの体調が心配になりました

が、Aチームは若さで、Bチームは完璧な自
己管理で厳しい訓練を乗り切りました。
10カ月を超える訓練期間を通して北神分
署の指導員の皆様による的確で熱心な指導
と、チームリーダーの叱咤激励、支援団員
の献身的なバックアップにより、一致団結し
て大会当日をむかえ訓練の成果を遺憾なく発
揮することができました。
最後になりましたが、多大なるご支援をい

ただきました神戸市消防局、神戸市消防協
会、神戸市北防火安全協会、応援にかけ
つけていただきました自治会の方々など関係
者の皆様に深く感謝し、お礼申し上げます。
（北消防団八多支団　本団分団長　鷲尾愼一）
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竹の台地区では、例
年児童館日曜コミュニ
ティ育成事業として親子向

けの防災訓練をおこなってきましたが、昨年
から、さらにバージョンアップして、宿泊体験
型防災訓練を実施しています。今年は、7月
31日～ 8月1日の両日、スタッフ総勢80人、
参加者のべ50人でおこないました。
●プログラム
内容は、「防災訓練（水消火器・毛布担
架・119番通報・ＡＥＤ・応急処置法・液状
化体験・防災ダック）」、「市民救命士講習」、
「大容量貯水槽からの応急給水訓練」、「炊
き出し訓練」、「震災体験を聞く」、「エコノ
ミークラス症候群の話」、「防災標語とポス
ター作成」などです。
●特徴
現在さまざまなところで防災キャンプがおこ

なわれていますが、竹の台の防災キャンプの
特徴の1つは、企画運営スタッフ、参加者と
もに、実際にその小学校を避難所とする校
区の住民であること。そのため、「親子参加」
にこだわりました。これは、実際に災害が起
きた際は家族単位で行動するので、家族一
緒に日頃の備えについて考えて欲しいと思っ
たことや、子どもたちは学校の防災授業で知
識や技術を習得しているにもかかわらず、保
護者にはそれが伝わっていないこと。そして
何より、親御さんに地域のイベントに参加し
てもらい、スタッフと顔見知りになって欲しい
と思ったからです。
2つめの特徴は、参加者が「お客様」とな

らないこと。災害が起こった時には、一人ひ
とりが自分の責任でどう行動したら良いかを主
体的に考えなければなりません。そのため、
プログラムは、あえて完成されたものではな
く、考えさせるメニューを入れています。たと
えば、「避難所のトイレの水が使えない。どう
しよう？」という課題に対しては、プールからト
イレまで「バケツ・リレー」をしてはどうか、と
いうアイデアが出て、実際にそれをやってみ
たり、「避難食が届いたが、１グループ10人
のところに菓子パン３個。どうやって分ける？」
という課題では、なかなか分け方が決まらず
困ったり……。
3つめの特徴は、若いスタッフが多いこと。
舞子高校環境防災科の高校生、神戸学院
大学防災・社会貢献ユニットや神戸市看護
大学の大学生などがスタッフに入ることでイ
ベントに活気が出て、参加した子どもたちも
地域スタッフも大喜び。昨年参加した地域
在住の学生スタッフが中心になって、ジュニ
ア防災グループも発足しました。このイベント
を継続し、キャンプに参加した子どもたちがス
タッフとなって活躍してくれると良いなあ、と
思っています。
（竹の台地区子ども連絡会　浜　尚美）
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